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暦に達し更に下方には粘土層，珪砂岩，珪砂等を纏て基

盤の花嵩閃緑岩に至るものと思われるが，短時日の概査
［
で
そ の詳細は明らかでない〇

　四　耐火粘土騒　耐火粘土贋は太田輪部落の背後丘陵

の斜薗に水亭に珪砂層中に見られる。青友色乃至淡青色

叉は紫褐色乃至淡褐色を呈し・時に鐵分（わの流出に

依つ宅黄錫色を呈する。時に木質小片を含有し，所謂木

節質と見られる部分もある。（第2圖B，C，D，E部）

，主なる露頭（防室壕として掘つた横　　　　　　　　　　　　　　硅砂
穴別圏㊥印）における桂朕圖を右に示　・　　　　　　　　　　　　　　粘土（F）
す。耐火度試瞼は大部分が未詳である

が・先きに日本鋼管株式會肚に於て行1

　　　　　　　　　　　　　つたものではCにおいてSK31－32・、l

FにおいてSK28であつたo　C，D，Eの

」
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100

粘　露頭

鮭砂

粘土層は1亜炭層に移化する事があり最，。45　　　　　　　　　　　　　　獅土IE｝
　　　　　　　　　　　　　　粘士IDl　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アの

　　　　　　　　　　　　　　粘士IGl厚70cmに及ぶo附近各所において稼　、　　　　　　　　　　　　　　硅砂　　　　　　　　　　　　　　祐止IBl
行されつ」あるものはこの亜炭層であ　159　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　初禅IAl　　　　　　　　　　　　きロると思われる・　　・　　1
粘土暦は概し亡B，C，D，E部が良質　器　　　　　　　　　　　　　　硅砂
で蝋や嚇F舶雲母の細引．
を含有する部分が多い。．

　V　鑛量露出不充分でその全軍を

確定する事は出楽ないが，や』確實性　・第2圖

のある地域の粘土暦を概算すれば，’P

B，C，D，Eの全厚を亭均して150cmとし，粘土の比重を

2．3とすれば見込まれる層の延長は120mであるからで

　　　　第3圖　耐火粘土露出地略圖

　120m×15m×1．5m×2．3＝6210t．一

あるo　（防塞壕の奥行12mであるから粘土の奥行きを

15mと推定する）

　稼探牽を4割とすれぼ，稼操鑛章は約2与00tと推定さ

れる◎

　胚．結語、本地域の耐火粘土は，現在の慮量的にも質

的にも必ずしも勝れたものでほ無いが，蓮搬採掘の比較

L的容易である黙から見て，地方的に原料として使用する

有的で小規膜に稼行するには適當であろうo、但し本概査

の結果のみに依つて起業を計るのは未だ早計であつて，

こ』れには今後先ず耐火原料としての性質を試瞼すること

が最も必要であり，しかる後地骸測量を實施し，叉粘土

暦は地豪から坊較的淺所に存在するから丘陵の上から試

錐を右う事に依り，存在鑛量を更に精査の上決定するの’

が必要であるo

553．　574；550，8（521．85）

山口縣大嶺珪石調査概報
岩　生、周　一・馨

　　　　　　R6sum6り
The　White　Sili¢a　Stone　of－the　Oomine，

Yam亀guchi　PrOfecture。

　　　　　，by　Shuichi　Iwao。『

The　white　silica　stone　has　been　used　for　seve一

　　　　　キral　years　as　raw　material　of　the　silica　brick

　　　　　　　　　　　＼，of　glass　furnace．

This　is　the　fifst　repo坐t　publishe40f　the　orや

reserve　as　we11』as　or　the　geologic　occurrence

of　the　deposit．

　　　　　　1緒　言
、所謂大嶺珪石は山口縣美繭郡南大嶺にあり，美彌線南

爆騨の西側に隣接し・麺醗頗る便である・目聯

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　節
※鑛床部非金驕課長

』川白煉瓦株式會肚の直螢で操掘され，鑛石は大連珪石の　［

代替原料の》部としく三河珪石と混用し・ガラス櫨用珪

石甑の製轡こ當ぐら裡いる・　　　’
　筆者は昭和25年2月17日より約一一週聞，鑛量の算i定を

主目的津して調査を行い，略々その目的を連し，更に附

近一幣に於ける類似鑛床賦存歌態に關しても大睦明かに

なる事：を得たo梼聾

　　　　　，嬰
　　　　　　　21，地貴　　Lノ
　第2圏に示した如く，地域内には古生暦及ぴ中生層が

鞘調査は窯業原料協議會の事業の一部でもあ鉱同協

議會から費用の一部補助を得た。又，品川白煉瓦大嶺

珪石鑛業所，三菱化成工業伊保工場，同鶴見研究所・

九州大學地質學教室からは調査の便宜及び資料の提供

を受けた◎蚊に深謝する。
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、

睡古生代
チヤート

　　
珪石鉱床

桑原

上田

西

西寺

於旛、

　　　11至厚挾

第1圖大嶺附逸珪石鑛床分布圖

稜達し，その暦序は第1表の如くであるo　　　‘

從來ρ地質學的解繹に從えば秋吉暦に属する石友岩と’

チヤートと巌常森暦の粘板岩及び砂岩の累暦上に衡上し
　ヤ
妙
。
廿磐ン錫る・今回の調査によれぼ1美彌離積

後主として南北叉は東北西南方向の断層が襲達し，上記

〃リツペンの部分では衡上蜥層面と交錯して地騒を著し

く擬禽Lせしめている◎　、

　　　　　　第1表太嶺附近暦序
繭砂礫土　　　　　〆

9●。・爽炭暦図であつて，砂岩

　頁岩の互暦よわなるo

。”器離難墓誉藏勢

…・・友色石友岩　P1

・…秋吉の押覆せ構造を成
　す石友岩を主瞭上する
　ものであるが，一時にチ
　ヤートを挾み，鑛床を
　園む1×L5kmの範園
　内ではこのチヤート丈
　が見られるものと解繹
　される。，

9

沖積層

中生暦

古生暦

抑　　積　　暦・・

ゆががノち　　美　　彌　　統・・
・ノ甜納∩♂ノ枷〃・

常粥賭砂岩暦“

　　石友岩暦・
はゆがロ　ロ秋吉暦C1一？3・・

馨稼行中

大嶺珪石鑛床はこの檬な最も擾鰍め著しい部分に於て

秋吉暦のチヤートカ畦化されて生藤れたものと推懲

れ，地形的にも丘の頂を占めて畿達していろo

　　　　　　　3　鑛。　床
　最も規膜が大きく品質優良で稼行されている鑛床は南

鑛床であわ，北鑛床これに次ぐ。伊佐町南方，中村，桑

原等にも類似の鑛床が存在するが何れも貧弱であつて塚

行優値に乏しい。（第1圖参照）

　南鑛床は比高約100mの丘上に約150m×200mの撞が

りを以て襲達し，周邊にほ大小の韓石が散在、して，鑛膿・

の撞がりを實際より大きく見せているo鑛膿の厚さはこ

れを推定する事が精々困難であるが，鱗床の底面は前記

衡上面と一致すると考える可き理由があるので，この衡

上面を緩傾斜であると假定すれぼ略々第3圖に宏した様

な蜥面が推定され，鑛床の厚さは最大約40mとなる。

鑛床の東縁は3ケ所に於て認め得る西傾斜（約60～50。）

の断暦に依って常森暦と境されている。　，

　北鑛床も南鑛床と略々同じ高さの丘頂を占めるが1そ

の範薗は約200m×10mで南北に延び，その北端はチヤ

ートに移化する〇一　　　　　　　　　　．　　　　「

　南鑛床に於ける各丁場の観察によると・鐘床中には無

敷の籔理が叢達し，その著しい部分ではその面に浩つて，

赤褐色叉は褐色の粘土が充たされ，更に或部分は殆んど

この種粘土だけから成つている事が到るo’稼行し得るのP

は比較的節理に乏しぐ，、汚れ少い塊鑛の探れる部分だけ

であつて，他は駿石又は腹土とされ盆o表土は概ね1m

以下で南る。乖鑛床は開稜進まず・歌態の詳細は不朗で

あるo　　－　　　　F　　　　　　　・！

　伊佐町西南方のものは大規模ではあるが・珪化が進ん

だ部分は極めて少く，大部分は殆んど生に近いチヤート

であつて稼行に適しない。中村附近のものは美彌統Φ砂

岩を貫い摩石英脈であつて，部分的に高品位であ為が無

藪の砂岩の角礫を苞裏し鑛石として操掘出來ないo桑原

附近で囁く灘郷チヤーゆ一部が齢鉢ている
が小規模で間題にならない。

．　　＼　　　4鑛　　右
　代表的の鑛石は概ね白色乃至淡友色塊欺で，赤白珪石

に較べると梢々小塊に碑け易く，且つ光澤に乏しぐ屡々

乳白色を呈する。素地の部分と脈石英の部分とから成

　わ，脈石英の粒度は赤白珪石のそれに比し遙かに細瓶く

　（ρ．1mm以下），一肉眼的に素地との匠別が困難である己

叉脈石英と素地との量比は略々1：2程度であるが，一

見素地の如く見える部分も實は部分的にCollofor孤

　Quartz　Veinである疑いがあるo

　著戯・他の特徴は，ぐ1）不純物として含有される鐵分

ごは多く褐鐵鑛である事，（2）素地の部分に未決定菱形無

、色高屈折率鑛物の0・01mm以下の小粒が散在している部

　分のある事，（3）屡々径015mmγ5cm程度の不規則

’
2
3
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、暴犠砂岩／常網

翻回膿姐　珪石鉱床賦存区域

●　一丁筋

，／断層『

ノノぞ 同推定部分1

ノー　　走向及傾斜

4婆

物理的諸性質は既に各所で研究叢表され

てい為が，特徴のマらは加熱によわクリス

トパライ トヘ轄移し易く，原石軍味焼成に

まる焼締り木嵐スラツグには強くないが

スポーリングに強いとされている0

　　　5鑛　 量

各丁場に於ける観察並に從來の操掘出荷

實績から推定すると鑛石1康石：駿土の些

は略々1：1：1である冷ら，今後もこの

比が保持されるものとし，第3圖に示した

推定に準檬して南鑛床の鑛量を計算するど1

次の如くなる。（詳細省略），

推定

予想

鑛量・

U
30

駿石量

11

『
灘
副
熱

　11

30

計い・／4・

〆

40

15・

　　　　6稼行訣況
　南鑛床のみ稼行中。稼働丁場3つ，蛋丁

場1つ，未稼働丁場1つ。

縫≡覆，難髄留奥
1　　簡易索道　　．　　嶺
！第五丁場・　　→積込場一→騨
　　780；P∠200　『・馬車1kn｝

勢務者20人内外◎從來迄の総出荷量約1

万t。昭和24年度（暦年）月手場出荷量

‘

第2圖i大嶺珪石鑛床附近地質圖

　　ノ　　　
レンズ豚の孔鰹，鮪する事等である・

素地妬英の簸齢・・m叫下源均・

0。005mm程度であるo、

不良鑛石は硫化鐵叉は褐鐵鑛を梢々多量

に鑛染し，又は孔隙や割目に富みこれを充

して福鐵鑛が浸潤し』容易にと劃を除去し

翫いか越は珪化の程度低く原岩のテヤ

ートヘ移化せんとするものであるo　F

鑛石の化學分析ば日下當所で行つている』

＼

’
堆
定
梱
面
、

h

鷹珪イヒ帯

㎜珪石鉱床，

、湊断　層

・辱欝ミ～B

塵ヨ醐、頁岩嚴・鋤紬生代）

、暴慧．トー・

が，從來知られている資料の一部を掲げれぼ次のi通りで

あ尋o（分析三菱化成伊保工場・耐火度　黒崎窯業株式

會肚）　　・　　　　哨．
98．10，　AI203　0．88，　Fe203　0。22，

丁三〇2　tr。，　　　MnO　O．14，　　CaO　　O・07，

MgO　O．09，　　SO3・　・0．08，　、　Ig．10ss　O。32，

Tota1’99．82

SK35～34÷，スラツグ入耐火度　33～32、

醤この孔隙は時に一定方向の配列を示している6’

　　　　　　　　　　　〆 24

　　第3圖　大嶺珪石臨面圖

515t轟ノll白煉瓦岡山工場と三菱化成伊保工場へ略々等

　　　　　　　　　　　　　　　　、量宛責鑛。昭和25年1月出荷量實績は次の通りであ為

　品川白煉瓦岡山工場　　　　126t
　三菱化成伊保工場　　　　　293t

　　　計．　　　　，419t
因に三菱化成伊爆工場に於けるガラス盤用珪石煉瓦の原

料混合比は略々次の通りであるo

　趨師｛簾鑛翻競
　三河珪石生塊’30％
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